
 

 
 

 
 ＪＡバンク佐賀（佐賀県下ＪＡと佐賀県信用農業協同組合連合会）では、農業と地域社会に貢献

するため、ＪＡバンク佐賀中期戦略（令和 7年度～令和 9年度）に基づき地域密着型金融の推進に

取組んでおります。 

 令和 7年度の地域密着型金融の取組状況について取りまとめましたので、ご報告いたします。 
 

１ 農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援の一層の強化 

   ＪＡバンク佐賀は、地域における農業者との結び付きを強化し、地域を活性化するため、次

の取組みを行っています。 
 

（１）農業融資商品の適切な提供・開発 
    ＪＡバンク佐賀は、各種プロパー農業資金を提供するとともに、農業近代化資金や日本政策金融

公庫資金の取扱いを通じて、農業者の農業経営と生活をサポートしています。 

    令和 8年 3月末時点のＪＡバンク佐賀の農業関係資金残高※1は 29,554百万円（うち農業経営向け

貸付金 24,208百万円）、日本政策金融公庫等の受託貸付金※2残高は 5,863百万円を取扱っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和 7 年度末 

農  業 24,208 

 穀作 2,578 

 野菜・園芸 3,062 

 果樹・樹園農業 1,064 

 工芸作物 238 

 養豚・肉牛・酪農 7,859 

 養鶏・鶏卵 85 

 その他農業※1 9,322 

農業関連団体等※2 5,346 

合  計 29,554 

種   類 令和 7 年度末 

日本政策金融公庫 7,088 

その他 － 

合   計 7,088 

ＪＡバンク佐賀の県内残高シェア 30.4％ 

（単位：百万円） 
 金 額 

佐賀県全体 23,344 

うちＪＡバンク佐賀 7,088 

種   類 令和 7 年度末 

プロパー農業資金※1 15,348 

農業制度資金※2 13,706 

 農業近代化資金 12,265 

 その他制度資金※3 1,441 

合   計 29,054 

ＪＡバンク佐賀の県内残高シェア 99.8% 

（単位：百万円） 
 金 額 

佐賀県全体 12,290 

うちＪＡバンク佐賀 12,265 

【営農類型別農業資金残高】 （単位：百万円） 

※1 農業関係資金とは、農業者および農業関連団体等に対する貸出金であり、農業生産・農業経営に必要な資金や、農産物の生

産・加工・流通に関係する事業に必要な資金等が該当します。 

※2ＪＡバンク佐賀が農業者の窓口となり、日本政策金融公庫などの貸付金の受託取扱いを行っています。 

※1 「その他農業」には、複合経営で業種が明確に位置づけ

られない者および農業サービス業が含まれています。 

※2 「農業関連団体等」には、ＪＡや全農(経済連)とその子

会社等が含まれています。なお、本残高には、信用事業

を行う系統団体に対する日銀成長基盤強化資金等の制度

資金の原資資金が含まれています。 

【資金種類別農業資金残高】   （単位：百万円） 

※1 「プロパー農業資金」とは、ＪＡバンク原資の資金を融資し

ているものをいいます。なお、プロパー農業資金には、信用

事業を行う系統団体に対する日銀成長基盤強化資金等の原

資資金が含まれております。 

※2 「農業制度資金」は、①地方公共団体もしくは日本政策金融

公庫の資金をＪＡバンク佐賀が転貸で融資するもの、②地

方公共団体が利子補給等を行うことでＪＡバンク佐賀が低

利で融資するものを対象としています。 

※3 「その他制度資金」には、農業経営改善促進資金(スーパー

Ｓ資金)や農業経営負担軽減支援資金などが該当します。 

【農業資金の受託貸付金残高】 （単位：百万円） 

※ＪＡバンク佐賀では、主にＪＡを窓口として、日本政策

金融公庫資金の受託貸付金を取り扱っています。 

 

● 農業近代化資金融資残高シェア 

● 日本政策金融公庫 農業資金取扱い残高シェア 
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ＪＡバンク佐賀における地域密着型金融の取組状況（令和 7年度） 



（２）担い手のニーズに応えるための取組み 
    ＪＡバンク佐賀では、地域の農業者のニーズに応えるため、様々な取組みを行っています。 

    ＪＡでは、本支店の農業融資担当者が営農・経済部門等と連携しながら、農業融資に関する資金提

案や経営相談対応等を実施しています。これを支える体制として、豊富な農業金融知識をもった農業

融資の実務リーダーである「担い手金融リーダー」を、2025 年度末時点で４ＪＡ・５５名配置してい

ます。 

    ＪＡ系統独自の農業融資資格制度「ＪＡバンク農業金融プランナー」を導入しており、有資格者は

2025 年度末時点で県内に１９８名誕生しています。農業融資の実務に即した資格の取得を通じ、農業

金融に関する知識・ノウハウの一層の充実を図り、多様化・専門化する農業者の金融ニーズに応えて

いくことを目的としています。 

    信連では、ＪＡのサポート指導機能、農業法人等への融資相談機能を担う「県域農業金融センター

機能」を構築しており、これらの機能の拡充、強化に努めています。 

 

（３）ＪＡ内事業間連携の強化 
    農業者の多様なニーズにＪＡをあげて応えていくため、営農・経済事業等との合同会議・研修会の

開催や農業者への同行訪問等により、これまで以上に、ＪＡ内事業間連携を強化しています。 

 

（４）ＪＡバンク利用者満足度調査の実施と結果の活用 
    ＪＡバンクでは、ＪＡの農業融資に対する率直なご意見・ご感想をお伺いすることを目的として、

お客様満足度の計測（ＪＡバンク利用者満足度調査）を行っています。 

    得られた結果を活用しながら、農業者の声により応えることが出来るよう、農業メインバンク機能

の一層の強化に取り組んでいます。 

 

２ 担い手の経営のライフステージに応じた支援 
   ＪＡバンク佐賀は、担い手をサポートするため、ライフステージに応じて、次の取組みを行っています。 
 

（１）次世代農業者の育成支援 

    ＪＡバンク佐賀では、新規就農

者の経営と生活をサポートする

ため、青年等就農資金等を取り扱

っています。 

 

 

 

 

（２）食農バリューチェーン構築による農業・地域の成長支援(商談会・ビジネスマッチング) 

    ＪＡバンク佐賀は、農林水産業の事業力・収益力強化のため、商談会・ビジネスマッチングに

よる販路拡大支援等の農商工連携に取り組んでおり、「農業者と産業界の架け橋」として多様な

機能を発揮しています。 

    また、ＪＡバンク全体の食農バリューチェーンを活かし、農業者の新たな販路確保や取引先と

のマッチングを推進することで、付加価値の高い販売機会の創出や収益性の向上、経営の安定化

を図るとともに、市場動向や流通情報の共有を通じて地域全体のブランド力を高め、持続可能な

農業経営を支援しています。 

 

（３）農業法人とのネットワーク拡大 

    ＪＡバンク佐賀では、農業法人とのネットワーク拡大、関係強化に取り組んでおり、当会にお

いては、農業法人協会賛助会員となり、各活動の支援や研修会への参加による情報収集および各

会員との関係強化に努めております。 

    労働力支援について、農林中央金庫が業務提携している人材サービス企業 5 社および当会が独

自で業務提携をしているパーソルホールディングス（株）などを農業法人協会の会合等で概要を

説明し、支援を講じております。 

 

 

 

 

 令和 7 年度 

実行件数 

令和 7 年度 

実行金額 

令和 7 年度末 

残高 

青年等就農資金 106 730 3,745 

就農支援資金 ― ― ― 

ＪＡ新規就農応援資金 ― ― ― 

その他 ― ― ― 

合 計 106 730 3,745 

【新規就農者をサポートする資金の取扱い実績】（単位：件,百万円） 



 

（４）災害等の被害を受けた方への支援 

    ＪＡバンク佐賀では、ウクライナ情勢による資材価格高騰の影響を受けた方々を支援するため、

災害対策窓口を設置したほか、災害対策資金の創設や個別融資先の経営状況に応じた償還条件の

緩和等に対応しました。 

 

取組事例 ＪＡ名 内 容 件数 貸付実行金額 

生産資材等高騰対策 

（R7 年で終了） 
全ＪＡ 

県内ＪＡでは、ウクライナ情勢等により、

燃料・肥料・飼料等価格高騰の影響を受け

た組合員に対し、ＪＡバンク利子補給・県

連利子補給を活用し、無利子資金として対

応しました。 

1 30 

 

（５）経営不振農家の経営改善支援 

    ＪＡバンク佐賀では、負債整理資金の対応等にあたり再生計画の策定支援や経営指導など、農

業者の経営改善支援に取り組んでいます。 

 

 

 令和７年度 

再生計画策

定率 

＝ａ／Ａ 

ランクアッ

プ率 

＝ｂ／Ａ 

期初経営

改善支援

取組先Ａ 

Ａのうち再生

計画を策定し

た先数ａ 

Ａのうち期末

に債務者区分

がランクアッ

プした先数ｂ 

Ａのうち期

末に債務者

区分が変化

しなかった

先数ｃ 

正常先① 12 2  11 16.7%  

要
注
意
先 

うち 

その他要注意

先② 

30 4 4 25 13.3% 13.3% 

うち 

要管理先③ 
10 3 1 8 30.0% 10.0% 

破綻懸念先④ 25 6 3 21 24.0% 12.0% 

実質破綻先⑤ 27 1 0 24 3.7% 0.0% 

破綻先⑥ 1 0 0 0 0.0% 0.0% 

 小計 

(②～⑥の計) 
93 14 8 78 15.1% 8.6% 

合 計 105 16 8 89 15.2% 7.6% 

 

 

（単位：件、百万円） 

【農業者の経営改善支援等の取組み実績】                     （単位：先） 

 



３ 経営の将来性を見極める融資手法をはじめ、担い手に適した資金供給手法の徹底 
   ＪＡバンク佐賀では、担い手の経営実態やニーズに適した資金の提供に努めています。 

 

（１）資本供与の取組み（ファンドの活用） 

    ＪＡバンク佐賀では、農業振興や環境に貢献する取組みを行う企業に投資し、その成長を支援

しています。 

 

（２）６次産業化の支援 

    ＪＡバンク佐賀では、担い手の所得向上を支援するために、生産と販売のマッチング機能強化

や、需要拡大が見込める分野の事業展開支援、いわゆる６次産業化促進支援を行っています。 

 

（３）負債整理資金による経営支援 

    ＪＡバンク佐賀では、農業者の債務償還負担を軽減し、経営再建を支援するため、負債整理資

金を取り扱っています。 

 

資金名 
令和 7 年度 

実行件数 

令和 7 年度 

実行金額 

令和 7 年度末 

残高 

農業経営負担軽減支援資金※1 ― ― 6 

畜産特別資金※2 1 25 180 

その他 ― ― ― 

合計 ― ― 186 

 

 

 

 

（４）動産担保融資の活用 

    ＪＡバンク佐賀では、農畜産物や事

業用車両、各種在庫など様々な動産を

担保とした融資を行い、不動産担保・

個人保証に過度に依存しない融資等

への取組みを行っております。 

    当県における融資の実績は次表の

とおりです。 

 

４ 農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 
   ＪＡバンク佐賀では、地域社会へ貢献するため、次の取組みを行っています。 

 

（１）食・農への理解促進 

    ＪＡバンク佐賀は、地域の小学生の農業に対する理解を促進す

るため、ＪＡバンク食農教育応援事業のなかで、農業体験学習の

実施や農業に関する教材「農業とわたしたちのくらし」を県下の

小学校へ配布し、学校の授業等で活用していただいております。 

 

（２）環境保全への取組み 

    毎年、県下一斉に実施されている「ふるさと美化活動」に参加

し、ＪＡ会館周辺など駅前中心部の清掃活動を行いながら、誰も

が住み続けられる美しいふるさと作りに貢献するとともに、地

域に根差す金融機関・農業専門金融機関として、佐賀県の基幹産

業である農業に不可欠な水と大地を守り、豊かな暮らしと地域

発展につなげるため、森林整備活動を実施しています。 

    平成 27 年度に植樹活動を行った「サンクスの森」では、ヤマ

ザクラやクヌギなど樹木の苗木を植樹するとともに、苗木の生

長を促すための雑草の除去（除草）を実施しています。 

 令和 7 年度末 

件数 残高 

農産物 ― ― 

畜産物 253 6,182 

機械設備 54 544 

その他 ― ― 

合 計 307 6,726 

【負債整理資金の貸出実績】                       （単位：件、百万円） 

 

※1 農業経営負担軽減支援資金は、営農に必要な資金を借り受けたために生じた負債の借換えのための制度資金であり、Ｊ

Ａなどの融資機関において取り扱っています。 

※2 畜産特別資金は、過去の負債の償還が困難な畜産経営者に対する長期・低利の借換資金であり、ＪＡなどの融資機関に

おいて取り扱っています。 

【動産担保融資活用実績】    （単位：件、百万円） 

 


